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an > ai, a2 : 自由エネルギーの定数
CいＣ･Ｃ’：比熱［J/g ｡゜Ｃ］，
Ｃ。:キュリー゜ワイス定数［゜Ｃ］












Io : 照射エネルギー強度［Ｗ/?］［J/sec ・?］




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｖ＝荒･こ/(ω) ( 14 )
　ここにｇＨは第11図のモデルの系からの熱放散係数である。 Zielは(14)式の/㈲）とωとの関






































































果を第14図に示した411同図のa, b, c, dはそれぞれＴＧＳに対する次の条件の場合である。
（第11図，および(15)式参照), (a)Wi = 10μｍ，W2＝O（ヒートシンクのない場合）（b）WI＝



























































































































































































































































































































































cm, 30分であり，正方晶系側の試料に対しては80°C, 50kV/cm, 60分である。同図から第３
成分は，菱面体晶系側の試料のポーリングによるε,の減少に有効であることがわかる。'














































































































では･360～380°Ｃまでとした。 300℃を越えるとtan 5は急激に増大し，正確なε。tan 5の測
定は困難であった。
　第28図～第30図はそれぞれＤ＝0.10，ｙ＝0.45，ｚ＝0.45），（ｚ＝0.10，y＝0.27，ｚ＝



















同様に，キュリー温度附近で最大値を示している。また第28, 30, 31図のように, tan 5が最
大値を示してから，更に高温で再び急激に増大する傾向も見られた。このような傾向はPbTiO,







示したが，この場合ｙの値は第30図とほぼ同様であるが, tan 5の最大値は, 11%で，第30図
の場合の３％に比して大きい。またし＝0.0，y＝0.30，ｚ＝0.70）の場合には, tan 5の最大
値は25％であった。
















































　透過率は波長2.5～15μｍの領域で測定され，試料は組成^ = 0.05, y = 0.26, z=0.69で，
80°Ｃ， 40 kV/cm 20分ポーリングしたもので，その厚さは80μｍである。
　また反射率の測定は大阪大学低温センター山本純也博士の御協力により実施され，その測定
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　　　　における焦電特性32) ,43), 58), 59)
　4.1　まえがき
　焦電形赤外検出素子材料として適当な比誘電率. tan Sおよびその他の諸特性を示すものが，





































ンス10 kn,増幅度1.0）を通して，ロックイン増幅器（ＮＦ回路ブロック製LI- 574 ）に





















































また組成による相違もほとんどなく，ポーリング条件80°Ｃ ，20 kV/cm で，出力電圧は飽和
する傾向を示した。一方，正方晶系側では出力電圧のポーリング温度および電界強度に対する
依存性は大きく，この度合も組成により相異し，ｙが大きいもの程，ポーリング温度および電



























































この試料の組成はPb Zr 03 成分を含まず（ｚ＝O）。X =0.05, y =0.95である。この場


























































































































































































は80°Ｃ ， 20～50kV/cm, 20
～60分であり，またｙが0.75以

























































































17) 19) 26) 54)
X I･1!rao ｡19) 40) 54)


















































































































































TGS　５４） 35 - 4.0 1.6 4.0 -
PbTio.07 Zrn. 93O3
1％U3 08添加7o）
200 2.2 3.0 1.13 0.57 0.54
Pb(1－3 z/2 － u)/2)Biz
K｀゛(ZI'(1－y)Tiy)(1-z)
　　U2 03磁器60)
280 - 3.5 - - -
Pb Ti 03 36) 37) 200 - 6.0 1.88 0.94 -
Sro.48Bao.52Nb20･64o） 300 - 6.5 3.13 0.823 -
－60－
にあり，本研究で得た値は，この直線の近傍に存在している。
　表５には本研究のPb( Ti Zr ）03系磁器および従来報告されている諸材料の材料評価指数
の代表例を示した。同表からFiは非常に大きいことがわかる。これは電流，読出しとして利
用する場合有利な材料といえる。またＦＶはＴＧＳには及ばないが，ＬｉＴａ０３よりも大きい値




















































































　第52図は菱面体晶系のもので，その組成は. x=0.10, y=0.27, z=0.63　であり，
キュリー温度は200°Ｃである。また第53図は，立方晶系側のもので，その組成はＭＰＢの近
傍で. x=0.05, y = 0.56, 2 = 0.39であり，そのキュリー温度は350°Ｃである。
　測定を行なった種々の組成の試料のほとんどが，第52, 53図のように，焦電流は高温では
単純に大きくなり，低温では小さくなる特性を示していたが，第54図に示すように，焦電流
の温度特性に明瞭な山形が観測されるものもある。この場合の組成は, x = 0. 10, y = 0.09,














































































　このような焦電流の温度依存性は，他のPb ( Ti. Zr ) O3系磁器においても報告されている。
すなわちPbTio.o7 Zro.93 03およびこれに少量のNboOs ，Ｆｅ２０３を添加したもの75)，ならび
にPb l－3・/2 Bし(Ｚ｢1-y･, Tiy｣0376)においてｙニ0.08, X ° 0.04 の場合に･焦電流の温
度変化に山形が観測されている。これらは，いずれもPbTi03のモル比は0.10以下であり，





































































































































　　　　　1/606r包ao＋3 a.Pf ＋5 a2P?　…‥…………………………………(36)
（29）式を用いて･（36）式からaoを消去すると、1/EOE、は次式で与えられる。

















































































































































































































































































　　　　　　1/りニＫ。（To一 Ｔ ）＝KJ（to－ t ）
（第59図，第60図，第61図参照）









































































































































































































































































































































































































































































は第69図，第70図と同様であり. (c)は(55 ). (56), (57)および（61）式による計算
結果で，０印は測定結果である。また同図の●印は，すだれ状金蒸着薄膜電極の上に，赤外線
吸収のための黒化塗料ベルベット・コーティング・100シリーズ（住友スリー・エム社製）を






































































































































































































料としては, NaC<?. KBr, KC£, CsBr. Cs l . KRS-5, -6, AgC^,　Ir tran-2 .
－4，－6（コダック社）などがある４２　ＮａＣ£，ＫＢr，ＫＣＩ?などは極めて安価に作成でき，
赤外線の透過性もよいが，吸湿性が大なるため，我国のような多湿な地域での使用には難点が
ある。またCs Br, Cslも同様に吸湿性が大であり. KRS-5, -6は毒性があり高価でも
ある。AgCei:よ高価であるのみならず，強度が不足し，金属との接触により腐食するなどの難














































































に4 ﾋﾟ 上↓上 / /
１　　　　　　１























る。すなわち･Rgが300 MO の場合には･焦電検出素子の静電容量( 40- 50pF)とRgと
による電気的時定数の影響で，10 Hｚ以下の断続周波数（ｙ）で，出力電圧はほぼ一定となっ






















































































































































































0.2 V / DIV
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